
1981年出上の木簡

大
阪
・若
江
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
府
東
大
阪
市
考
江
本
町

・
北
町

。
南
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
〇
年

（昭
５５
）
十
月
を

一
九
八
一
年

（昭
５６
）
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
東
大
阪
市
教
育
委
員
会

・
動
東
大
阪
市
文
化
財
協
会

４
　
調
査
担
当
者
　
阿
部
嗣
治

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
郭
跡

・
寺
院
跡

・
集
落
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
後
期
を
安
土

・
桃
曲
時
代

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

若
江
遺
跡
は
、
旧
楠
根
川

（現
在
の
第
二
寝
屋
川
）
が
形
成
し
た
沖
積
平
野
上

に
位
置
す
る
休
生
時
代
後
期
か
ら
安
土

・
桃
山
時
代
の
複
合
遺
跡
で
、
標
高
約

五
ｍ
で
あ
る
。
古
く
か
ら
歴

史
上
有
名
な
若
江
城

。
若
江

寺
が
存
在
し
て
い
る
所
と
し

て
著
名
で
あ
る
。
遺
跡
は
、

一
九
三
四
年
楠
根
川
改
修
工

事
の
際
に
多
量
の
弥
生
土
器
、

土
師
器
、
須
恵
器
、
瓦
な
ど

が
出
土
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

発
掘
調
査
は
、　
一
九
七
二
年
に
若
江
小
学
校
校
舎
増
築
に
伴
う
調
査
を
実
施

し
て
以
来
、
現
在
ま
で
国
庫
補
助
事
業

・
下
水
道
管
渠
築
造
工
事

。
府
道
四
条

と
長
堂
線
拡
幅
工
事
な
ど
に
伴
う
調
査
を
は
ば
毎
年
実
施
し
、
そ
の
調
査
総
面

積
は
約
六
〇
〇
〇
ポ
に
及
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
に
よ
り
、
若
江
板
の
堀

・
壁
基
壇

・
礎
石

・
井
戸

。
溝
、
あ
る
い
は
中
世
集
落
に
伴
う
井
戸

・
溝

・
土

羨

・
ピ
ッ
ト
な
ど
の
遺
構
を
数
多
く
検
出
し
て
お
り
、
若
江
城

・
中
世
集
落
の

様
相
は
徐
々
に
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

木
簡
は
、
一
九
八
〇
年
の
調
査
で
検
出
し
た
若
江
城
の
堀
内
よ
り
出
上
し
た
。

検
出
長
約

一
〇
〇
ｍ
、　
検
出
幅
約
九
ｍ
（堆
定
幅
約
一
二
ｍ
）、　
深
さ
約
二
ｍ
を

測
り
、
二
段
掘
り
を
行
な
っ
て
い
る
。
埋
土

。
堆
積
上
の
状
況
か
ら
見
て
短
時

間
に
埋
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
遺
物
は
、
土
師
器

・
須
恵
器

・
瓦
器

。
陶
磁

器

・
瓦

・
木
製
品

。
金
属
製
品
な
ど
が
多
量
に
出
上
し
て
お
り
、
最
も
新
し
い

遺
物
は
、　
三
ハ
世
紀
後
半
で
あ
る
。
木
筒
は
こ
れ
ら
の
遺
物
に
伴

っ
て
堀
の
底

に
は
り
付
い
た
状
況
で
出
土
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
現
在
ま
で
検
出
し
た
遺
構

。
遺
物
は
、
考
江
城
の
規
模

・
構
造

あ
る
い
は
城
内
生
活
を
探
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

「
　　
　
　
　　
　
　
　　
　
　
　
　　
　
　
　　
　
　
　
『
同日
―‐

奉
轄
讀
大
般
若
経
難
信
解
品
之
初
也
□

『
正
月
三
日

木
簡
の
右
下
半
に
墨
書
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
が
判
読
不
可
能
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
本
木
筒
と
同
様
の
木
筒
が
出
土
し
て
い
る
広
島
県
福
山
市
草
戸
千

』

解
∞
Ｏ
Ｘ
中
Φ
Ｘ
伽
　
　
Φ
μ
【

』
　
　
　
」

(大阪東南部)



軒
町
遺
跡
の
例
を
見
る
と
同
位
置
に
年
号
の
墨
書
が
あ
る
こ
と
、
本
木
筒
左
下

半
に
月

・
日
の
墨
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
右
下
半
に
は
年
号
の
記
載
が

あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

腑
醐

競
薮
　

『若
江
寺
跡

。
若
江
城
跡
　
東
大
阪
市
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
調

査
概
報
１５
』

（東
大
隊
市
教
育
委
員
会
）
　
　
　
　
一
九
七
五
年

辮
剛

邦
様
　

「若
江
城
跡
」

Ｇ
若
江
城
跡
　
北
鳥
池
遺
跡
調
査
報
告
』
東
大
阪
市

遺
跡
保
護
調
査
会
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
五
年

福
永
信
雄
　

「
公
共
下
水
道
第
１６
工
区
管
渠
築
造
工
事
に
伴
う
若
江
遺
跡
の

発
掘
調
査
」

（『調
査
会
ニ
ュ
ー
ス
』
配
９
　
東
大
阪
市
遺
跡
保
護
調

査
会
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
七
年

芋
本
隆
裕

　

「若
江
遺
跡
」

Ｑ
鬼
塚
遺
跡
Ｉ
。
若
江
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
　
東
大

阪
市
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
調
査
概
報
１９
』
　
東
大
阪
市
遺
跡
保
護
調
査

会
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
九
年

勝
田
邦
夫
　

「若
江
遺
跡
」
Ｇ
縄
手
遺
跡
・
瓜
生
堂
遺
跡
。
若
江
遺
跡
・
額
田
寺

跡
　
東
大
阪
市
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
調
査
概
報
２．
』
　
東
大
阪
市
赦
育

委
員
会
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
〇
年

「若
江
遺
跡

・
山
賀
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
」

（『東
大
阪
市
遺
跡

保
護
調
査
会
発
掘
調
査
概
報
集
一
九
八
〇
年
度
』
　
東
大
阪
市
遺
跡
保

護
調
査
会
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八

一
年

「若
江
遺
跡
の
現
状
と
展
望
」

（『調
査
会
ニ
ュ
ー
ス
』
胤
２０
　
東

大
阪
市
遺
跡
保
護
調
査
会
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
一
年

『
半
堂
遺
跡

。
若
江
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
　
東
大
阪
市
埋
蔵
文

化
財
包
蔵
地
調
査
概
報
２３
』

（東
大
阪
市
教
育
委
員
会
）
一
九
八
二
年

『若
江
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
Ｉ
遺
構
編
』

（東
大
阪
市
遺
跡
保

護
調
査
会
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
二
年

（阿
部
嗣
治
）

勝上阿
田野部

邦利嗣
夫明治

阿
部
嗣
治

下
村

晴
文

上
野

利
明

阿
部

嗣
治

勝
田

邦
夫
ほ
か




